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実質伸び 実績 実績
率 00 01 02 01Q1 01Q2 01Q3 01Q4 02Q1 02Q2
ＧＤＰ 5.0 1.8 3.1 1.3 1.0 2.1 3.0 3.4 3.4 

(2.0) (3.1) (1.5) (2.3) (2.9) (3.4) (3.5)
(1.8) (3.2) (1.4) (2.4) (3.1) (3.5) (3.5)

個人消費 3.6 2.8 3.0 2.9 1.7 2.3 2.9 3.1 3.2 
(2.8) (2.9) (1.9) (2.3) (2.8) (3.2) (3.3)
(2.8) (3.1) (1.9) (2.4) (2.9) (3.3) (3.3)

設備投資 1.6 2.3 5.5 2.1 ▲6.0 2.3 4.4 5.0 6.1 

鉱工業 5.6 ▲0.7 2.9 ▲6.5 ▲1.7 1.2 2.8 3.6 3.9 
生産 (0.1) (3.3) (0.4) (2.0) (3.0) (3.5) (3.9)

(0.1) (3.2) (▲0.4) (1.7) (3.2) (3.7) (3.8)
(備考) "Blue Chip Economic Indicators"(米国金融機関・シンクタンク等約50機関の予測値集計)により作成。

米国経済の現状と先行き
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今月の注目指標 No.002(2001年6月21日)

・米国経済は、全体として減速している。鉱工業生産は、消費の伸びの鈍化に伴ってが続いて
　いるほか、設備投資の頭打ちによって設備関連財が顕著に減速している。
・在庫循環図をみると、在庫が前年を上回る水準が続いているなか、2001年第１四半期に出荷
　が大きく落ち込み、在庫調整局面に突入した。2001年４月は引き続き在庫調整が進んでいる。
・米国経済の先行きについては、四半期別の前期比でみて第２四半期が底との見方が多くなっ
　ているものの、足もとでは予測が下方修正されており、本格的な回復が今年後半から年末に
　ずれ込む可能性は否定できない。

(備考) 1.FRB "Industrial Production and Capacity Utilization"により作成。
　　　 2.全産業中の最終財が消費財と設備からなる。
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(備考) 1.米商務省 "Manufactures' Shipments, Inventories and Orders"により作成。
　　　 2.縦軸が出荷、横軸が在庫の前年同期比。

（年率、％）

   　［調査部(経済調査担当)　品田　直樹］

鉱工業生産指数・前年同月比の推移

製造業出荷・在庫循環図
（点線：90Q1～95Q1、実線：95Q1～01年04月）

Blue Chip Economic Indicators (上段は6月予測←中段は5月予測←下段は4月予測)
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